
おきなわ伝統芸能
「はじめての琉球古典音楽

三線にチャレンジ」

令和５年度　学校巡回公演事業
沖芸大琉球芸能専攻ＯＢ会■沖芸大琉球芸能専攻ＯＢ会について■

沖縄県立芸術大学琉球芸能専攻の卒業生によって２００４年７月に結成。
自主企画公演のほか、沖縄県文化振興会のかりゆし芸能公演派遣事業や国際交流基金・
日本国際協力センターの県内外への委託公演や地域のイベントなどへ出演。
沖縄の伝統音楽・芸能を教育研究の対象とした琉球芸能専攻で学んだ会員の多くが、
琉舞研究所や古典音楽研究所に在籍。
教師、師範の免許を得ている者や、芸能選奨、コンクールの最高賞、グランプリ、
奨励賞などの受賞者も多数在籍。
沖縄の古典芸能を中心に幅広く活動しています。

■出演■
沖芸大琉球芸能専攻ＯＢ会

■琉球古典音楽監修■
新垣俊道（沖縄県立芸術大学准教授、国立劇場おきなわ組踊研修講師）

■企画制作■
株式会社BOX4628（ボックスよろづや）

舞台芸術等総合支援事業（学校巡回公演）
独立行政法人　日本芸術文化振興会

琉球古典音楽で演奏される楽器
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「学校巡回公演事業」

　小学校・中学校等において文化芸術団体による実演芸術の巡回公演を行い、子供たちが質の高い文化芸術を鑑賞・
体験する機会を確保するとともに、子供たちの豊かな創造力・想像力や、思考力、コミュニケーション能力などを養い、
将来の芸術家や観客層を育成し、優れた文化芸術の創造に資することを目的としています。
　ワークショップでは、子供たちに実演指導又は鑑賞指導を行います。
また、実演においては、子供たちが参加できる工夫を行います。
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琉球古典音楽とは演目
｢かぎゃで風節」斉唱　八•八•八•六調

【琉球古典音楽とは】

【演目】
●｢かぎゃで風節」（かぢゃでぃふうぶし）　斉唱（せいしょう）　八・八・八・六調
お祝いや喜びの場で最初に演奏される代表的な作品です。

●琉球古典音楽について紹介・うちなーぐちクイズ・琉歌の紹介

●「鶴亀節」（つぃるかみぶし）　三線独唱（さんしんどくしょう）　八・八・八・六調
縁起の良い「松」、「鶴」、「亀」にあやかり、人々の健康長寿、子孫繁栄を祈願した作品です。

●「對馬節」（つしまぶし）琉球古典箏曲（りゅうきゅうこてんそうきょく）の独唱（どくしょう）　七・五調
琉球古典箏曲は、近世に薩摩（さつま）より琉球に伝来した箏曲（そうきょく）を指します。
18世紀初頭に、稲嶺盛淳 ( いなみね・せいじゅん )が薩摩で習い覚え、琉球に持ち帰ったのをはじめに、
伝来されたとされ、器楽曲（きがくきょく）の「瀧落菅攪」（たちうとぅしすぃががち）
「地菅攪」（ぢすぃががち）「江戸菅攪」（ゐどぅすぃががち）「拍子菅攪」（ひょうしすぃががち）
「佐武也菅攪」（さんやすぃががち）「六段菅攪」（ろくだんすぃががち）「七段菅攪」（しちだんすぃががち）、声楽曲の「船頭節」（せんどぶし）「對馬節」（つしまぶし）「源氏節」（げんじぶし） の 10曲が伝承されています

●琉球舞踊「浜千鳥」（ちぢゅやー）　雑踊り（ぞううどぅい）　八・八・八・六調
ひとり故郷を後にして募る郷愁（きょうしゅう）の思いを、浜辺で哀しそうに鳴く千鳥の姿に映し重ねた作品です。

● 「瀧落菅攪」（たちうとぅしすぃががち）器楽演奏（きがくえんそう）　
「瀧落菅攪」（たちうとぅしすぃががち）は、琉球舞踊の古典舞踊の出入りに演奏される歌唱を伴わない器楽曲（きがくきょく）です。
男踊りにふさわしい勇壮な曲調と軽快な節まわしで舞台を一段と盛り立てます

●楽器紹介
●装束着付（しょうぞくきつけ）け体験
●「きらきら星」三線にチャレンジ演奏披露  七・五調

● 組踊（くみうどぅい）「波平大主道行口説」 （ふぁんじゃうふぬしみちゆきくどぅち）　二才踊り（にーせーうどぅい）　八・八・八・六調
琉球王国の国劇（こくげき）である組踊（くみうどぅい）「忠臣身替の巻」（ちゅうしんみがわりぬまち）の作中にある一場面を琉球舞踊として独立させた昨品です。

●校歌斉唱

琉球古典音楽は、かつて琉球王朝の士族たちが中心になって継承し、
現在に伝承されている伝統音楽です。これらは、一四世紀末から
一五世紀に中国から伝わったとされる三線をはじめ箏や笛、胡弓、
太鼓なども伴奏楽器に加えて発展しました。特に三線は、弾きながら
歌うもので、あわせて「歌・三線」とも呼ばれ、琉球古典音楽の中心と
なっています。

お祝いや喜びの場で最初に演奏される代表的な作品です。

琉球古典音楽について紹介
うちなーぐちクイズ・琉歌の紹介

「鶴亀節」三線の独唱　八•八•八•六調
縁起の良い「松」、「鶴」、「亀」にあやかり、人々の健康長寿、子孫繁栄を
祈願した作品です。

「對馬節」琉球箏曲の独唱　七•五調
琉球古典箏曲は、近世に薩摩より琉球に伝来した箏曲を指します。
１８世紀初頭に、稲嶺盛淳が薩摩で習い覚え、琉球に持ち帰ったのをはじめに、
伝来されたとされています。

琉球舞踊「浜千鳥」雑踊り　八•八•八•六調
ひとり故郷を後にして募る郷愁の思いを、浜辺で哀しそうに鳴く千鳥の姿に
映し重ねた作品です。

楽器紹介

「きらきら星」三線にチャレンジ演奏披露  七•五調

組踊「波平大主道行口説」二才踊り　八•八•八•六調

琉球王国の国劇である組踊「忠臣身替の巻」の作中にある一場面を琉球舞踊
として独立させた昨品です。
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「瀧落菅攪」器楽演奏
たちうとぅしすぃががち きがくえんそう

「瀧落菅攪」は、琉球舞踊の古典舞踊の出入りに演奏される歌唱を伴わない
器楽曲です。男踊りにふさわしい勇壮な曲調と軽快な節まわしで舞台を一段
と盛り立てます。
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三線、箏、笛、胡弓、太鼓の伴奏に合わせて、みなさんで歌いましょう。
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